
 

令和６年度 

地 域 連 携 推 進 会 議 

（共同生活援助「ひだまり」） 

社会福祉法人清流会では、この度はじめて地域連携推進会議を実施しました。地域連携推進会議は、グループ

ホームの運営が閉鎖的なものにならないよう地域の関係者を含む外部からの視点を定期的に入れることで、 

風通しをよくすることが目的です。利用者さん、会議の構成員のみなさんからさまざまなご意見をいただき、

施設内も見学していただきました。新たな気づきもあり、みなさんからのご意見を参考にして今後の運営や支

援に活かしていきたいと思います。 

（利用者代表）枳梖祐介氏、茂倉和希氏、大塚美奈氏 

（行政機関）佐藤高広氏 

（医療機関）和気徹尚氏 

（相談支援事業所）稲積翔平氏、内尾和弘氏 

（社会福祉法人清流会）石川博一 

（共同生活援助「ひだまり」）五十嵐喜美子、佐藤ゆかり 

（共同生活援助「みらい」）柏木信之介 

（共同生活援助「さくら苑」）坂本和馬 

（相談支援事業所）垣松洋子氏、河野節二氏 

（共同生活援助）瀧上真也氏、麻生博之氏 

日時   令和６年１２月２６日（木）１４：００～１５：３０  

場所   法人会議室 

参加者   

 

 

 

見学者 

次第 

１． 挨拶 

２． 出席者紹介 

３． 共同生活援助「ひだまり」について 

４． 運営・活動報告 

５． 利用者さんからの要望及び 

参加者からの助言 

６． その他 

７． 事業所見学 

参加者からのご意見 

「もっと相談しやすくなってほしい」 

「苦手な利用者さんがいる」 

「洗濯する時間が他の人と被って、洗濯機が使えない時、他の棟でも洗濯機を使ってもい

いことを、他の棟の人にも伝えてほしい」 

「トラブルもチャンスなので、一人ひとりに焦点を当ててほしい」 

「本人たちが持っている力を代わりにやらないでほしい」 

「相談の背景を捉えたり、思いを汲み取ったりして表現の違いに気づいてほしいのでは」 

「支援雄仕方を工夫することで困りごとが減るのでは」 

「みなさんの意見を定期的に集約できる場があればいいのでは」 

「体重計や血圧計の設置など健康意識がたかいように感じた」 

ひだまり１ 

ひだまり３ 

ひだまり２ 


